
ハルバッハ配列されたロータのモータ平均トルクを５～１２％向上できます。 
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 モータを高性能化できる技術 

こんなことが出来ます！ 
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ライセンス情報 

・ハルバッハ配列は、ロータの磁界をステータとのギャップ方向に集中させる効果がある。 

・本技術では、ロータの端面に、永久磁石と磁性体による突出部を設ける。 

・突出部の永久磁石は、ヨーク磁石との間に空間を介し、その磁界はヨーク磁石の磁界と同じ方向に配置す

る。そのため、突出部の永久磁石の磁界により発生する集中磁束は、吹出磁極磁石には対向し、吸込磁極磁

石には逆対向することになり、ロータ端部の磁界を補う。 

・空間は、モータの作動時にロータを冷却する効果がある。 
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【従来の問題点】 

円環状ハルバッハ配列のロータは、

磁束を磁極に集中させて磁束を増大さ

せているが、ロータ端部では磁束が減

少している。 

レース車用、航空機用、ドロー

ン用のモータに適用できる技術で
す。 

【解決したポイント】 

ロータ端部に永久磁石及び磁性体を有

する突出部を設け、突出部の永久磁石

は、その集中磁束が吹出磁極磁石には対

向し、吸い込磁極磁石には逆対向させ

る。 

ハルバッハ配列ロータ 

ロータ 

ステータ 

吹出磁極磁石 吸込磁極磁石 ヨーク磁石 

永久磁石 磁性体 

突出部 → 

ロータ → 

空間 磁性体 

突出部 

（ロータ端面） 
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